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鷺
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斌

夫

白
道

四
五
寸

善
導

の

『
観
経
散
善
義
』
の
二
河
白
道
喩
に
つ
い
て
親
鷺
は

『愚
禿

紗
』
『
文
類
聚
砂
』
『
教
行
信
証

・
信
巻
』
の
三
書
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
解
釈

を
の
べ
て
い
る
。
三
書
は
同
じ
親
鷺
の
書
な
が
ら
解
釈
が
違

つ

て
い
る
。

こ
れ
に
着
目
し
て
親
轡
…に
お
け
る

「
善
導
の
心
」
の
解
釈
の

微
妙
な
変
化
を
考
え
て
み
る
。
三
書
は
逐
次
増
広
の
跡
が
あ
り
、
そ
の

成
立
の
前
後
関
係
を
明
快
に
す
る
こ
と
は
困
…難
で
あ
る
。
し
か
し
白
道

の
関
係
個
所
に
関
す
る
限
り

『
愚
禿
砂
』
『
聚
砂
』
『
信
巻
』
の
順
に
配

列
を
仮
定
し
て
検
討
を
す
る
の
が
こ
の
場
合
都
合
が
よ
い
。
こ
の
前
提

に
立
つ
て
二
河
白
道
喩
の
中
か
ら

「白
道
四
五
寸
」
「
能
生
清

浄
願
往

生
心
」
「
一
心
正
念
」
の
三
つ
を
取
り
上
げ
て
比
較
検
討
を
す
る
。

先
づ

「白
道
四
五
寸
」
に

つ
い
て
。
『信
巻
』
で
は
白
道
を

「本
願

一
実
之
直
道
、
大
般
浬
架
無

上
之
大
道
也
」
と
い
い

『
愚
禿
砂
』
は

「白
者
則
是
、
六
度
万
行
定
散
也
。
斯
即
自
力
小
善
路
也
」
と
い
つ
て

い
る
。

白
道
の

「道
」
に
つ
い
て

『
愚
禿
砂
』
は

「道
言
、
対
路
」
と

い
つ
て
い
る
が
特
に
深
く
触
れ
て
い
な
い
。
更
に

「路
者
則
是
二
乗
三

乗
万
善
諸
行
之
小
路
也
」
と
い
つ
て
い
る
か
ら

「道
」
は
大
道
、
「路
」

は
小
路
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
「
四
五
寸
」
に

つ
い
て

「
四
言
喩
四
大

毒
蛇
、
五
言
喩
五
陰
悪
獣
也
」
と
い
つ
て
衆
生
の
煩
悩
の
喩
え
に
し
て

い
る
。
「
衆
生
の
心
」
の
中
に
微
か
に
起

つ
た
自
力
の
善
心
で
あ
る

と

い
う
。

こ
れ
に
対
し

『
信
巻
』
は

「
白
者
即
是
選
択
摂
取
之
白
業
往
相

廻
向
之
浄
業
也
」
と
い
い
、
又

「
道
者
則
是
本
願

一
実
之
直
道
、
大
般

浬
盤
無
上
之
大
道
也
」
と
い
つ
て
い
る
。
「
四
五
寸
」
に
つ
い
て
は
「
喩
…

衆
生
四
大
五
陰
也
」
と
簡
単
で
あ
る
。

『
散
善
義
』
の
白
道
表
現
に
表
わ
さ
れ
た
廻
向
発
願
心
の
心
相
解
釈

に

『
愚
禿
砂
』
は
自
力
小
善
、
『信
巻
』
は
本
願

一
実
之
直
道
、

大
般

浬
契
無
上
之
大
道
と
い
つ
て
正
反
対
の
解
釈
で
あ
る
。
白
道
に
つ
い
て

『
愚
禿
砂
』
は

「
衆
生
の
心
」
と
考
え

『
信
巻
』
は

「如
来
の
心
」
と

考
え
て
い
る

『
聚
砂
』
に
は
白
道
解
釈
は
な
い
。

二

能
生
清
浄
願
往

生
心
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次
に

「能
生
清
浄
願
往
生
心
」
に
つ
い
て
。
『散
善
義
』
は

「言
中

間
白
道
四
五
寸
、
則
喩
衆
生
貧
瞑
煩
悩
中
、
能
生
清
浄
願
往
生
心
也
」

と
い
つ
て
い
る
。
善
導
に
よ
れ
ば
能
生
清
浄
願

往
生
心
は
白
道

四
五

寸
の
意
味

で
あ
る
。
『
愚
禿
紗
』
は

「
言
能
生
清
浄
願
往
生
心
者
、
発

起
無
上
信
心
、
金
剛
真
心
也
。
斯
如
来
廻
向
之
信
楽
也
」
と
い
っ
て
い

る

『聚
紗
』
は

「言
能
生
清
浄
願
心
、
即
非
凡
夫
自
力

心

大
悲

廻

向
心
也
。

故
言
清
浄
願
心
」
と
い
つ
て
い
る
。
『
信
巻
』
は

「言

能
生

清
浄
願
心
者
、
獲
得
金
剛
真
心
也
。
本
願
力
廻
向
大
信
心
海
故
不
可
破

壊
。

喩
之

如
金
剛
也
」
と
い
つ
て
い
る
。

い
つ
れ
も
清
浄
願
往
生
心

を
、
如
来

の
廻
向
心
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し

「
能
生
」

の
解
釈
に
つ
い
て

『愚
禿
砂
』
と

『
信
巻
』
で
は
違

つ
て
い

る
。
『
愚
禿
砂
』
は

「
金
剛
の
真
心
を
発
起
す
る
」
と
い
つ
て
い
る
が

『
信
巻
』

は

「
金
剛
の
真
心
を
獲
得
す
る
」
と
い
つ
て

い
る
。
「発
起

す
る
」
と
は

「衆
生
の
心
」
が

「如
来

の
心
」
を
起

す

こ
と
で
あ
り

「
獲
得
す
る
」
と
は

「衆
生
の
心
」
が

「如
来

の
心
」
を

つ
か
む
こ
と

で
あ
る
。

「発
起
」
は

「衆
生
の
心
」
の

一
部
が

「
如
来

の
心
」
に
変

質
す
る
と

い
う
意
味
を
も
ち

「
衆
生
の
心
」
と

「如
来
の
心
」
を
区
別

す
る
立
場

は
曖
味
で
あ
る

「獲
得
」
は

「
衆
生

の
心
」
が

「
如
来
の

心
」
を
把
握
す
る
こ
と
で

「衆
生
の
心
」
と

「如
来
の
心
」
の
区
別
は

明
快
で
あ

る
。
他
力
廻
向
の
親
黛

の
立
場
を
よ
く
出
し
て
い
る
。

三

『
散
善
義
』

の
二
河
白
道
喩

『
信
巻
』
で
は
如
来
廻
向
の
論
理
は
明
快
で
あ
る
の
に

『
愚
禿
砂
』

で
は
未
だ
不
徹
底
さ
を
残
し
て
い
る
。
理
由
は

『
散
善
義
』
廻
向
発
願

心
釈
の
持

つ
性
格
に
あ
る
。
『
散
善
義
』
の
二
河
白
道

喩
は

『
観
経
』

上
品
上
生
の
廻
向
発
願
心
の
立
場
で
あ
つ
て
、
修
学
大
乗
上
善
の
凡
夫

人
の
心
相
で
あ
る
。
善
導
は

「
言
中
間
白
道
四
五
寸
者
、
即
喩
衆
生
貧

瞑
煩
悩
中
、
能
生
清
浄
願
住
生
心
也
」
と
い
い
又

「善

心
微
故
喩
如
白

道
」
と
い
つ
て
い
る
白
道
四
五
寸
の
意
味
を
二

つ
の
面
か
ら
述
べ
て
い

る
。

一
つ
は
、
白
道
が

「
善
心
微
」
な
る
相
を
表
わ
す
こ
と
。
も
う

一

つ
は
、
白
道
が

「願
往
生
の
心
」
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
意
味
に
比
較
的

忠
実
な
の
が

『愚
禿
砂
』
で
あ
る
。
「善
心
微
」
な
る
と

こ
ろ
か
ら
、

白
道
四
五
寸
を

「自
力
小
善
」
と
解
釈
し
、
能
生
清
浄
願
往
生
心
を
金

剛
真
心
を

「
発
起
」
す
る
と
い
う
不
徹
底
な
解

釈

で
あ

る
。
『
信
巻
』

の
白
道
は

「
如
来
の
心
」
で
四
五
寸
に
見
え
る

の
は

「
衆
生
の
心
」
が
、

そ
の
様
に
見
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
立
場
に
切
り
換
わ

つ
て
い
る
。
そ

し
て
、
白
道
は
本
来

「如
来
の
心
」
で
あ
る
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら

「能

生
」
の
意
味
を

「発
起
」
か
ら

「
獲
得
」
の
意
味

に
変

え
て

い
る
。

『
聚
紗
』
に
は
白
道
四
五
寸
の
解
釈
は
な
い

能
生
清
浄
願
往
生
心
に

つ
い
て
は

「
能
生
」
に
は
触
れ
ず
、
清
浄
願
往
生
心
の

「往
生
」
の
語

を
削
除
し
て

「清
浄
願
心
」
と
し
て
お
り
、
解

釈

は

「非
凡
夫
自
力

心
」
と
し
て
い
る
。
『
愚
禿
砂
』
と

『
信
巻
』

の
中
間

の
態
度
で
あ
る
。

四

一
心
正
念

親
鷺

と
二
河
白
道
喩

(
石

原
)
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親
黛
と
二
河
白
道
喩

(石

原
)

『
愚
禿
砂
』
と

『
聚
砂
』
が
取
り
上
げ
て
い
て

『
信
巻
』
に
無
い
言

葉
に

「
一
心
正
念
」
が
あ
る

こ
れ
は

『
散
善
義
』
で
は

「弥
陀
悲
心

招
喚
」
の
声
で
あ
る
。
こ
の
声
に
よ

つ
て
衆
生
は

「
一
心
直
進
、
念
道

而
行
」
で
あ

つ
て

「彼
願
力
之
道
」
に
乗
ず
る
こ
と

で
あ
る
。
『
愚
禿

鋤
』
は

「
一
心
」
は
直
実
信
心
で
あ
る
が
、
「
正
念
」
は
本
願
で
あ
り
、

行
で
あ
り
、
金
剛
心
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。
『聚
鋤
』
で
は

二

心
L

は
信
心
で

「
正
念
」
は
称
名
即
ち
行
で
あ
る
と
い
つ
て
い
て
明
快
で
あ

る
。
『
愚
禿
鋤
』
で
は
行
信
は
未
分
化
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の

「
一
心
正
念
」
を

『
聚
砂
』
は
三
心
釈
の
三
心
即

一

心
釈
の
根
拠
の
一
つ
に
し
て
い
る
が

『
信
巻
』
で
は
姿

を
消

し
て
い

る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
詳
細
は
他
の
機
会
に
ゆ
ず
る
。

五

親
鶯

の
白
道
解
釈

『
愚
禿
砂
』
後
半
部
は

『
散
善
義
』
三
心
釈

の
抜
粋
で
あ
る
。
そ
の

中
に
二
河
白
道
喩
に
関
す
る
記
戴
が
あ
る
O

こ
の
時
点
に
お
け
る
親
鷲

は
、
既
に
本
願
力
廻
向
の
立
場
を
確
立
し
て
い
る
。

し
か
し

『
信
巻
』

の
徹
底
し
た
白
道
解
釈
に
比
べ
る
と
、
善
導
の
性
格
を
か
な
り
温
存
し

て
い
る
。

親
鷺
の
白
道
解
釈
が
本
願
力
廻
向
の
立
場
に
向

つ
て
、
順
次

絞
ら
れ
て
行
く
過
程
を
考
え
た
場

合

『
愚
禿
砂
』
は

『
散
善

義
』
と

『
信
巻
』

の
中
間
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
白
道
四
五
寸
と
は
、

善
導
が
心
に
抱
い
た
廻
向
発
願
心
で

「
必
須
決
定
真
実
心
中
、
廻
向
願

作
得
生
想
」
と
い
う
自
己
作
励
の
心
を
伴

つ
た
願
往
生
心
で
あ
る
。

「善
心
微
」
な
る
相
で
あ
る
。
明
ら
か
に

『
愚
禿
砂
』
の

「自
力
小
善
」

で

「
大
道
」
で
は
な
い
。
そ
れ
が
如
何
に
し
て

『
信
巻
』
の
本
願

一
実

之
直
道
、
大
般
浬
架
無
上
之
大
道
と
い
う
解
釈

に
な

っ
た
か
。
そ
れ
は

親
鷲

の
善
導
解
釈
上
の
大
き
な
変
化
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
善
導

は

「
今
信
順
二
尊
之
意
、
不
顧
水
火
二
河
、
念
念
無
遣
、
乗
彼
願
力
之
道
」

と
い
つ
て
い
る
。

こ
れ
は

「汝
、

一
心
正
念
直
来
」
と
い
う
如
来
招
喚

の
声
に
随
う
善
導
の
心
を
表
わ
し
て
い
る
。
親
鷺
は
、
善
導
の
こ
の
心

の
中
に
乗
本
願
力
の
心
を
見
て
い
る

而
も
、

こ
の
乗
本
願
力
の
心
は

善
導
の
廻
向
発
願
心
と
い
う
心
の
中
に
か
い
ま
見
ら
れ
た

「善
心
微
」

な
る
相
、
従

つ
て

「白
道
四
五
寸
」
と
い
う
状

態
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
様
に
善
導
が
計
ら
ず
も
述
ぺ
て
い
る
乗
本
願
力
の
心
に
注
目
し
た

親
鷲
は
、
善
導
に
お
い
て
本
願
力
へ
の
指
向
は
奥
深
い
と
洞
察
す
る
に

至

つ
て
い
る
。
白
道
は
四
五
寸
と
い
う
細

い
存

在
で
あ
る
が
金
剛
の
如

く
不
壊
で
あ
る
。
本
願
力
指
向
の
心
が
善
導

の
内
心
の
奥
深
く
に
、
常

に
底
流
し
て
い
る
と
親
鷺
は
見
通
す
に
至

つ
た
。
親
鷺
は

『
愚
禿
砂
』

か
ら

『
聚
紗
』
『
信
巻
』
に
至
る
過
程
に
お
い

て
、
善
導

の

「
二
河
白

道
喩
」
を
そ
の
表
面
の
心
相
と
、
内
奥
の
心
相

と
に
分
析

し
て
い
つ

た
。
深
層
心
理
の
洞
察
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
内
部
の
心
相
を
重
視

し
て

『
信
巻
』
の

「本
願

一
実
之
直
道
、
大
般
浬
藥
無
上
之
大
道
也
」

と
い
う
独
自
の
白
道
観
を
樹
立
す
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。

(祖
父
江
高
等
学
校
教
諭
)
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